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2021年10月～マイナンバーカード保険証利用の本格運用が開始



➤できること・便利なこと

➤岐阜県内の状況

➤協会けんぽの取組み
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☑ 保険証が転職等で切り替わっても、最新の加入健康保険の

情報が確認できる

☑ 高齢受給者証の持参が不要

保険証としてずっと使える

加入者
氏名・勤務先が変わっても
新たな保険証の到着を待たずに
マイナンバーカードで受診できる

保険者
無資格受診が減少するため、
医療機関への照会事務や
返納金債権関連事務の減少が見込まれる
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☑ 顔認証で本人確認と保険資格の確認が一度に実施可能

☑ 自動受付なので、人との接触も最小限

☑ マスク・メガネ・帽子をしていても、車椅子でも顔認証が可能

顔認証で自動化された受付

【顔認証付きカードリーダーとは】 【顔認証付きカードリーダーの種類】
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特定健診や薬の情報が見られる

☑ 過去の薬や特定健診のデータが見られるため、口頭で説明が不要

☑ 自分の体についてのデータを見ながら診療・薬の処方をしてもら

えるので、より良い医療が受けられる

☑ 旅行先や災害時でも薬の情報が見られる

＜医療機関や薬局での診療・薬の処方時＞

＜自分の体の健康管理＞

☑ マイナポータルで処方された薬の情報をいつでも見られる

☑ 特定健診の情報をいつでも確認できる



できること・便利なこと④
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医療機関窓口での支払いが限度額までとなる

加入者
入院や手術が決まった場合でも、
事前に限度額適用認定証の手続きを
しなくてもよい

保険者
限度額適用認定証の発行事務、
高額療養費の審査事務の減少が見込まれる

☑ マイナンバーカードを利用できる医療機関では、

「限度額適用認定証」がなくても窓口負担を限度額

までで抑えられる



岐阜県内の状況
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■ 現状では利用できる医療機関が少ない

■ マイナンバーカードの普及が進んでいない

岐阜県内の医療機関での運用状況

病院 医科診療所 歯科診療所 薬局

岐阜県
23件

（23.5％）
139件

（10.3％）
101件

（10.0％）
189件

（18.2％）

全国
2,017件

（24.5％）
7,586件
（8.5％）

6,368件
（9.0％）

11,325件
（18.6％）

岐阜県内マイナンバーカード交付状況

マイナンバーカード交付状況

岐阜県 39.4％（794,883件）

全国 41.8％（52,880,461件）

総務省HPより

厚生労働省HPより

（令和4年2月1日現在）

（令和4年2月13日現在）



協会けんぽの取組み①
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加入者
向け

県内医療機関を通じた周知広報
（2022年3月実施）

・周知用ポスターを作成し
医療機関へ配布

適用事業所を通じた周知広報

・周知用ポスターを作成し健康保険委員へ配布
（2022年10月実施予定）

・事業所向け広報誌への記事掲載
（2021年10月、2022年1月実施、2022年度も継続して実施予定）

利用率向上を目的とした協会けんぽ岐阜支部の取組み
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利用率向上を目的とした協会けんぽ岐阜支部の取組み

関係機関
医療機関
向け

医療機関への働きかけ
（2022年2月実施）

・オンライン資格確認の導入機関に対し、健保の
資格確認に加え、高額医療の限度額（適用区分）
確認を実施するよう電話による協力要請を実施

社会保険診療報酬支払基金への働きかけ
（2020年度から実施）

・大規模医療機関に対し早期導入を促すよう申入れ


